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4． ふり かえり シート のまと め

Q1： 全体の満 度足

Q2： Q1 でそう 思っ た理由は？

■と ても 満 し た（ 12足 名）

・ さ まざまな に出会えた。方

・ いろ いろ な 場の が参加し た。立 方

・ さ まざまな業種の と 交流できたこ と 。方

・ いろ いろ な を集めてく ださ っ たこ と に感謝し ています。人

・ 多種多様な意 を聞けたこ と 。見

・ たく さ んのご意 を 聞き まし た。見

・ たく さ んの と お話し する こ と ができ るプロ グラ ムで方 、 新潟の課題や魅力

を たく さ ん知れたから 。

　（ 正直、 も っ と く お話し し たかっ たです！話し きれません（ 笑）⾧ 。）

・ グループを替えて多く の 々と 話ができ た。方

・ 分の意 を う 場があっ たこ と 。自 見 言

・ 話がまと めら れた。

・ 知識が増えた。

・ 外国 にも 理解し やすかっ た。人

・ 進 がスムーズ。行

・ 進 が行 g d ら なく てよかっ た。（ 注： 原 のまま）文

・ メ ンバーのレ ベルの さ 。高

■満 し た（ 17足 名）

・ いろ いろ な 場の 、 特に若い の声を聞く こ と ができ た。立 人 人

・ 多様な に話を聞けて良かっ た。人

・ いろ んな の意 を 聞けたから 。人 見

・ いろ いろ な の意 を聞けて良かっ た。人 見

・ 久し ぶり にいろ いろ な たちと 関わり 、 意 を 聞けて勉強になり まし た。人 見

・ 外国から の 線で話を 聞く こ と ができ た目 。 も っ と 他の と も 話し てみたく人

なり まし た。

・ さ まざまな 場の がいて立 方 、 と ても 楽し かっ たです。 みなさ ん思っ ている

こ と があり 、 聞けてよかっ た。

・ さ まざまな 場の たちと ディ スカ ッ ショ ンでき た！立 人

・ いろ いろ な職種や年代の と 意 を 交わせてよかっ たです。方 見

・ 普段の 活では出会う こ と のない年齢生 ・ 性別・ 職業の と お話を う こ と方 行

ができ た。

・ ３ 回に分けて席替えを する こ と で、 いろ いろ な のいろ いろ な意 が聞け人 見

た。

平均値 4.24 　 ※数値未記 １ 名分は含まず。入

（ と ても 満 し た： ５足 満 し た： ４足 普通： ３ 不満だっ た： ２ と ても 不満だっ た： １

と し て算出）
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Q3： ワーク ショ ッ プへの期待（ 複数回答）

Q4： ワーク ショ ッ プでの気づき

①参加を 通じ て様々な情報を し 、 視野を広げるこ と  　 22入 手

②様々な知識や経験を持つ たちと 知り 合えるこ と 　  24人

③まちづく り に関し て 分の意 を 発信でき るこ と  　 15自 見

④地域へ関わる つのき っ かけと なるこ と  　 15一

⑤その他 　 2

　 　 ・ 化学反応があるこ と にも 期待！

　 　 ・ 分と さ まざまな と の知識と 経験の可能性自 人

・ さ まざまな 々と お話ができ て考えを聞けたこ と方 。 同じ 思いを 共有でき た

こ と 。

・ 多様な意 が出た。 いろ いろ な 場の の意 は貴重だっ た。見 立 人 見

・（ 英 より ）文 由に意 や関 ごと を共有でき たので、自 見 心 と ても いい経験になっ

た。

・（ 英 よ り ） グループメ ン バーのバッ ク グラ ウン ド の違いに関わら ず文 、 相

互理解があっ た。

・ たく さ んの と 話ができ たので。人

・ たく さ んの と 話し たかっ たのに人 、 ホスト になっ たため。 やはり フ ァ シリ

テータ ーがいるほう が話し やすかっ たよう に思う 。

・ コ ミ ュ ニティ と いう き な課題なんだと 感じ た。大

・ スタ ッ フ の が多く方 、 優し い が多く いら っ し ゃ っ たので方 、 楽し く 活動で

き まし た。

■普通（ ４ 名）

・ も う 少し いろ いろ な と 意 を交換し たかっ た。人 見

・ 問いが きすぎたから 。大

・ こ のワーク ショ ッ プの内容が果たし て総合計画に反映さ れるのか疑問なの

で、 モチベーショ ンが湧き にく い。

・ 運営スタ ッ フ が常にテーブルに張り 付いている （ 会話に っ てく るわけで入

も ない…） こ と も あり 、 スタ ッ フ の中で対応にバラ ツキがある。

■数値未記 （ １ 名）入

・ 同じ 意 が出やすい環境になり がち かな見 ？と 思いまし た。 テーブルごと に

課題が異なっ ていても 良いかも ！？と 思います。

・ 起業に る道程。至 出会いの場があれば、若者の気持ちや情報提供でき る こ と 。

・ 新潟市の魅 、 若い の熱い思い、 新潟を好き な の多さ 。力 人 人

・ 公共交通への不満。

・ 障がい者などへの環境整備。

・ 視点の違う 意 で視点の変え 、 多 から る 向。見 方 方 面 見 方
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・ 同じ まちに暮ら す 々の多様性。人

・ 分の住んでいる街を 私 が知っ ている のか自 自 身 ？愛し ているのか？ 分に自

問いかける きっ かけになっ た。

・ 昭和戦後のコ ミ ュ ニティ と 、 現在のコ ミ ュ ニティ の差が きく て痛感し た。大

・ 移住者の が多い町なんだなと 思いまし た。方

・ 新潟には 齢者高 、 障がい者、 外国 が気持ち よく 住み続ける にはまだまだ人

課題がある 。

・ 分がこ れまで感じ ていた新潟の魅 を う まく 伝えら れていないも どかし自 力

さ 、 公園やコ ミ ュ ニティ の乏し さ などは多く の が感じ ていたこ と であり 、人

主体的に取り 組むべき である。

・ 県内に く 住んで県外に出たこ と がない の意⾧ 人 見 （ マイ ナスの意 ） と見 、

県外や国が違う 々が選択し て新潟に住んでいる 意方 見 （ プラ スの意 ） が見

こ んなにも 違う こ と に驚き まし た。

・ 普段関わるこ と が難し い人 たち（ 年代・ 職種・ 国・ 障がいの方 々等） と お

話し でき 、 分の視野の狭さ に気づかさ れまし た。自

・ どう し たら まちは良く なるのか、 他 の意 は 常に参考になり まし た。人 見 非

・ まちづく り に対する多種多様な視点。

・ 新潟市の魅 。力

・ 移住者も U タ ーン者も 新潟に住み続けたいと 考えている こ と 。 同時に「 寂

し い」 と 感じ ているこ と 。

・ その の環境や 場が違う と人 立 、 ひと つの事柄に対し て感じ や意 が違う方 見

こ と がわかっ て良かっ た。

・ 新潟はみんなのまち！

・ 多 の意 は学びがあり ます。方 面 見

・ 外国の たちも 新潟に住むこ と 、 働く こ と の 切さ に気づいた。人 大

・ 意外と みんな同じ よう なこ と を考えている。

・ コ ミ ュ ニケーショ ンが少ない新潟市。

・ いろ いろ な想いを持っ た が多いこ と 。 それを える場が少ないこ と 。人 言

・ 同じ 思いを 持っ た 々が、 年代や職業に関わら ず多かっ たこ と 。方

・ ワーク ショ ッ プが楽し い！と いう こ と 。

・ 良いと こ ろ も あれば、 悪いと こ ろ も あると 気づいた。

・ 新潟の眠っ ている魅 →出し力 方

・ 内容を充実さ せるために、 課題の深掘り が必要かと 感じ まし た。

・ 三 寄れば 殊の知恵。人 文

・ 出てみたから こ そわかるこ と 、 住まなき ゃ わから ないこ と がある こ と を 気

づき まし た。

・ 年代によっ て、 その によ っ て人 、 いろ いろ な意 がある んだなぁ と見 。 こ れ

をまと める のは 変だなぁ と 。大

・ 他の業種の が感じ ている視点を 知れたこ と 。方

・ 新潟には魅 があり 、 まだ伝えき れていない。力

・ 岡市がと ても 成 し ていて⾧ ⾧ 、 新潟市は変わら ない。 むし ろ 後退し ている

こ と を知る こ と ができ まし た。

・ 新潟に住む がそれぞれの感じ る新潟を も っ と 発信し人 、 気づき 、 知り 合う

必要がまだまだある。
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・ いろいろ な考えと 新潟への愛を感じ まし た。

・（ 英 より ） 誰も が新潟の発展のための意 を共有し よう と し ていたので文 見 、

地よかっ た。心

Q5： ワーク ショ ッ プで嬉し かっ たこ と ・ 残念だっ たこ と

■嬉し かっ たこ と

・ 最後の発表で、 グループ全体で考え発表でき たこ と 。

・ 校 の参加が嬉し かっ た。高 生

・ 相 の話を聞き 、 分の考えを話し 、 交流する楽し さ 。手 自

・ 市 のみなさ まの考えが知れたこ と 。民

・ 横のつながり ができ たこ と 。

・ 分の住む町をあら ためて考える良い機会でし た。自

・ 参加者のみなさ ん、 スタ ッ フ のみなさ んが笑顔で優し く 話し てく ださ り 、

また、 校 の私でも 対等にお話し し ていただいて嬉し かっ たです。高 生

・ が活動し ている公園利活 事業での交流は、自 身 用 みなさ ん重要であると 思っ

ていてく れたこ と 。

・ 新たなつながり ができた。

・ 10 歳代〜 60 歳代、 障がい者、 外国 、 LGBT人 s など多様な が集まっ た。人

・ 特になし 。

・ 多く のこ と を聞けて、 多く の と 出会っ たこ と 。方

・ 障がいや外国 の のリ アルな声。人 方

・ 公共交通機関の必要性に対する意 が予想より 多かっ た。見

・ と のつながり ができ たこ と 。人 人

・ 参加し たから こ そ出会えた たちがいたこ と が何よ り も 嬉し い。人

・ 初めまし ての 々と ざっ く ばら んに意 交換ができ たこ と 。方 見

・ ふだん出会う こ と のでき ない多様な経験を持つ 々の話。人

・ 新潟、 市に対し て興味がある が多いこ と に気づけて良かっ たです。人

・ こ う いう 場に参加できたこ と はいい経験になり まし た。

・ こ の前のワーク ショ ッ プの にまた会えたこ と 、 知り 合いに会えたこ と 。方

・ 新潟のいいと こ ろ を知れたこ と 。

・ いろ いろ な意 が聞けたこ と が嬉し かっ た見 。 違う 意 も あり ますが見 、 みん

な新潟市をより 良く するために必要だと 思いまし た。

・ 分の抱えている住みにく さ を伝えら れたこ と 。自

・ Q2 と 同じ （ さ まざ まな 場の がいて立 方 、 と ても 楽し かっ たです。 みなさ

ん思っ ているこ と があり 、 聞けてよかっ た。）

・ たく さ ん意 が聞けたこ と 。見

・ いろ んな部分で 分が知ら ないこ と がまだ多いと いう こ と に自 、 あら ためて

気づく こ と ができ た。

・ いろ いろ な に会えたこ と 。人

・（ 英 より ） 多様な たちに出会えた。文 人

■残念だっ たこ と

・ 時がも う 少し 欲し かっ た。
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・ 時間が り なかっ たです足 。 テーマが つ つ重く き いので一 一 大 、 設問を 少な

く し ても 良いのではないかと 思いまし た。 も う 少し 早く 今回のワーク ショ ッ

プの資料を いただけたら 、 テーマを自 分の中で深く 考えてく る こ と ができ

たのではないかと いう 点が残念でし た。

・ 残念ではないが、 も っ と く あっ ても よかっ た。⾧

・ も う 少し 時間がある と 良かっ た。 具体的にどう すればいいと いう と こ ろ ま

で深めていき たかっ た。

・ 議論が少し 観念的に流れた。 新潟の問題点、 悪いと こ ろ 、 嫌いなと こ ろ も

掘り 下げても よかっ た。（ 産業、教育 の遅れをどう するか、面 男 不平等など）女

・ 違う 向性での意 。 テーマを つにすると 良いのでは？方 見 一

・ たく さ ん 分の主張と 意 も 話し 合いたかっ た。自 見

・ テーマに「 課題発掘」 的なも のがなかっ た。

・ も っ と 移住 線の話ができ れば良かっ た。目

・ 強いて えば、 厚着の 配がいら なかっ たこ と 。言 心

・ 発表を う まく でき ず、 他の に助けを 求めてし まっ たこ と 。方

・ テーマに沿っ ていない話についついなっ てし まう こ と 。

・ 飲み （ ペッ ト ボト ル） がほし かっ たです。水

・（ 英 より ） やスナッ ク がなかっ た。文 水

・（ 英 より ） 休憩時間がと ても 短かっ た。文

■併記

・ こ う いっ た市 の意 が市政に反映さ れて 活が改善さ れ民 見 生 れば嬉し いです

し 、 そう なら なかっ たら 残念です。 ワーク ショ ッ プは過程でし かないので、

結果を ないと なんと も えません。見 言

Q6： まちづく り や市政への関心

・ 教育 準の向上水 、 産業振興によ る 新潟の拠点化。 暮ら し やすいまち だがそ

れだけでは他の地域から をひきつけ呼び寄せる こ と ができ ない。人

・ 教育

・ 教育、 特に 育について食 、 幼保と 学校の給 の無料化と オーガニッ ク小 食 食

材の活 促進で ども たち の貧困や飢餓を なく し用 子 、 新し い 材を 育てる こ人

と で 産 を 増やし生 人 口 100 万 都市にし てほし い。人

・ 育て子 、 教育。 新潟市に住んでいる ど も たち が子 、 未来、 楽し んで新潟で

活し てほし いから 。生

・ 期的には教育！共 社会の先進へ。⾧ 生

・ 若い たちへの投資。人

・ 若い を 新潟に呼び込む人 、 引き 留める を 創り 出すこ と →当事者と し て関力

があるから 。 U心 タ ーン、 I タ ーンで新潟に来る を 増やし たいから 。人

・ 育て、子 移住、まちづく り 、防災などデザイ ン から のアプローチや面 PR など。

・（ 暮ら し 、 育て子 、 こ れから に） 関わるこ と なので、 こ れから どう なっ てい

く のか情報発信し てほし い。

・ 良いと こ ろ がたく さ んあるので、 も っ と アピールし た が良い。方
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Q7： その他、 気づいたこ と など

・ 弱者に対するまちづく り 。

・ 新潟市が弱い人 たちにどれだけ目 を 向け声を 聞いてく れるか。 現在は、 声

を聞き を向けていると 感じ ら れないから 。目

・ LGBTsの情報や 援、支 Noism・ 古町芸妓さ んなど芸術 の 援面 支 （ 補助金 の制度）

について。

・ 異 化理解。文

・ ゼロカ ーボン、 脱炭素

・ エネルギー（ カ ーボンニュ ート ラ ル）

・ ウォ ーカ ブルなまちづく り 。 移動 段、 道路空間の利活 の変化。手 用

・ にいがたユニバーサルまちあるき のと き 、いろいろ な気づき がたく さ んあっ

たから 。

・ 然、 公園などの活 。自 用

・ 々が楽し いこ と 、 楽し く 思えるこ と 。人

・ 住んでいるのでも っ と いい町、 暮ら し やすい町にし たい。

・ 福祉と 観光。

・ 農業、 福祉。

・ 今 参加する までは特に関 がなかっ た日 心 。 こ れを 機にどんどん関わっ てい

き たいと 思っ た。

・ 新潟市と し てのまち づく り の 針→どこ を 指し ている のか知り たい方 目 。 皆

で同じ 標に向かっ てまちづく り を し たい。目

・ 都市づく り や建築系の政策が多すぎないか？ 活、 国際政策にも 注 を。生 力

・ 市政に携わる たち が方 〝変えていこ う 〟と いう 勇気を 持っ て働いているの

か気になり ます。

・ 今なにを やり たく て目 標にし てやっ ている のかが伝わっ てき ていない印象

がある ので、 そこ を どう PR し ていく のか期待し ます。

・ 政策決定のプロセス。

・ ざっ く り でいいので、 何にどれく ら いのお がかかっ ている のか興味があ金

り ます。

・ ペーパーレスになっ てほし い、 なっ ているかな？と 気にし ています。

・ 地域の枠、 行 政の枠を 超えた活動がも っ と 必要になる と 思います。 よろ し

く お願いし ます。

・ 役所のスタ ッ フ が優し く なっ た。

・（ 英 より ） 主催者はこ のよう な機会でよく やっ ていると 思う 。文

・ こ う いっ た機会はも っ と あっ ても 良い。 例えば、 本 が日 「 発散」 であれば

次回は「 集約」 するなど。

・ 今回のよ う なワーク ショ ッ プを またやっ てほし い。 多く の に参加し てほ人

し いと 思っ た。

・ も っ と さ まざまな課題を 発掘し た骨 格のし っ かり し た⾧ 期計画を考えてほ

し い。

・ いろ いろ な の 場から いろ いろ な意 が聞けて良かっ た人 立 見 。 知り 合う き っ

かけ、 イ ベント 情報を得る機会が増えるこ と がまずは第 歩だと 思う 。一
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・ 新潟にはまだまだたく さ んの可能性が眠っ ている のですが、 それを 知る 機

会を も っ と 作り 出すこ と が 切だと 思いまし た。大

・ 市も 県も 他県よ り 遅れている こ と が多いので、 ど んど ん新し いこ と を やっ

ても ら いたい（ 真似事ではなく ）。

・ こ のみなさ んの意 をも と に、 素敵な新潟市になっ てほし いです。見

・ も っ と 人 材活 し て用 ほし いです。 所在地が東京だから 、 と 断り が る 政入 行

の 直し も し てほし いです。見

・ ども たち の医療や教育にかかる 費 を 社会と し て負担する こ と で子 用 、 ど子

も たち の貧困を なく し 、 障がい者も 含めた多様な が安 し て働ける 環境人 心

を つく る こ と が重要だと 思います。 まずは 育を食 的と し て目 、 幼保 の給小

の無料化と 安 安全の 材の利 を っ ても ら いたい食 心 食 用 行 。 新潟の豊かな自

然環境を活かし た 材をぜひ利 し てほし いです。食 用

・ 今回、 障がい児を 育てている 親の団体と し て参加さ せても ら い、 育ての子

し づら さ や困り 感を 伝えら れたが、 こ う いう 機会がないと 逆に市に届けら

れないと 思う と 、 も っ と も っ と いろ いろ な の声を 聞いてほし いと 思いま人

す。 福祉を 必要と し ている たち が人 住みやすく 、 安 安全な町心 になっ てこ

そ、 それを 取り 巻く 々みんなの住みやすさ が まれる のではないでし ょ方 生

う か？今 はあり がと う ございまし た。日

・ 新潟市内にイ エナプラ ンスク ールをつく っ てほし いです！

・ 参加者全員が える（ その を知れる ） よう にし てほし い。見 人

・ せっ かく いろ んな と 知り 合える のに人 、 最初に知り 合いがいる 席に く の行

は新潟県 ら し いですね。 リ ーダーも 固定化し てる気がし ます。民

・ 運営のみなさ ん、 おつかれさ までし た！新潟市政策企画部のみなさ んも オ

ブザーブでなく 、 緒にワーク し まし ょ う ！一

・ スラ イ ド 資料の 字化はすばら し く 良かっ た！文

・ 楽し かっ たです。

・ 楽し い会でし た。 今後と も よろ し く 。

・ 初めて参加し まし たが、 すごく 興味深いお話が聞けて充実し た時間を 過ご

せまし た。 あり がと う ございまし た。

・ 分にでき るこ と がわかっ てき た気がし ます。 あり がと う ございまし た。自

・ あり がと う ございまし た。
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